
次世代インフラ戦略協議会 H28年度中間報告

総合戦略2017に新たに記載する事項
及び、引き続き国として取り組むべき重要な事項

・総合戦略２０１７に新たに記載する事項
Society5.0の実現に向けた次世代インフラ分野におけるＡＩ技術、ビッグデータ解析技術の利
活用

・平成３０年度予算において引き続き取り組むべき重要な事項
①インフラ管理データや三次元地形データなど、インフラ維持管理システムと防災システムに
共通する情報を共有するための仕組構築

②自治体や国民に有益な情報を提供するための各種点検・観測データの蓄積方法や
提供方法、整備された点検・観測網やデータベースを継続的に運用するための仕組構築

上記についての現状と現時点での課題

・データの存在・公開・共有に関する現状の把握（データ層とサービス層をマッチングさせる仕組み検討のため）
・次世代インフラ分野における各省施策のデータ提供・共有に関する問題点の明確化とその解決に向けた方策の検討
・ＡＩによる課題解決の可能性のある諸課題の共有とその解決に向けた検討
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ビッグデータ解析
AI

（データサイエンティスト）

想定されるユーザー
消防、警察、自治体、
防衛省、病院、物流･･･
想定される活用事例
人命救助、災害予測、
避難指示、テロ対応･･･

想定されるユーザー
インフラ管理者（国、自治体
等）、物流、地図･･･

想定される活用事例
定期点検、更新計画策定
ダイナミックマップ･･･

防災・減災ITシステム
地震観測データ、気象データ、
地盤構造データ、人口分布、
インフラ被害データ、渋滞情報・・・

インフラ維持管理ITシステム
インフラ点検データ、補修・更新記録、
人口分布、交通量、渋滞情報・・・

i-construction関連施策
（国交省）

次世代インフラ共通データプラットフォームの構築

地図情報 SAR観測情報 環境情報 ・・・

新規に取得されるデータと既存データを組み合わせて最大限活用

気象情報 3次元点群

Society5.0の実現に向けた
インフラと防災の連携による新たな価値の創造

防災・減災（SIP） インフラ維持管理（SIP）

衛生SARやMMS、モニタリング、日常点検から得られる膨大な情報（ビッグデータ）を、
日常的にはインフラの維持管理や整備等と連動させることで生産性を向上させ、被災時には
インフラの被災状況をいち早く把握することにより復旧・復興を加速させるための、統合的な次
世代インフラ共通データプラットフォームを構築
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3次元地図共通プラットフォーム

衛星SARやMMS、モニタリング、あるいは、日常点検から得られる膨大な情報（ビックデータ）
を、日常的には地域に展開するアセットマネジメントシステムと連動させることで効果的なインフ
ラ整備を実現し、被災時にはインフラの被災状況をいち早く把握することにより復旧・復興を加速
させるための統合的な共通プラットフォーム構築のための仕様検討を行う。

○必要性
日常点検から得られる膨大な情報をアセッ
トマネジメントシステムと連動させること
で効果的なインフラ整備を実現し、被災時
にはインフラの被災状況をいち早く把握

○成果目標
３次元地図情報に、インフラや防災・減災
における被災情報のレイヤーをリンクさせ
る共通プラットフォーム構築のための仕様
設計を完了（今年度の成果を受け、次年度
は公募で共通プラットフォーム構築ステッ
プへ進む）

○社会的・技術的意義
Society 5.0実現に向け、SIPインフラ・防
災減災・自動走行の連携タスクフォースに
よる３次元地図情報ベースとした共通プラ
ットフォームを構築

衛星SARの
活用

３次元地図共通プラットフォーム構築のための仕様検討

３



システム構成イメージ（想定）

現実世界

基盤
システム

三次元
地図

避難経路
シミュレーション

自動車自動運転
MMSデータ

（静的情報のみ）

API

サーバ群

地図データ
(地形2D/3Dデータ）

インフラ構造データ
(CADデータ )

インフラ検査データ
（画像、振動データ

他）

ビュー
（3次元地図）

ビュー
（管理データ）

インフラ維持
管理情報

自動運転
支援情報

インフラ工事に
よる交通量予測

データ形式／
インタフェース

ビュー
（道路情報）

ビュー
（立体データ）

ビュー
(運転車視点他）

仕様策定

仕様策定

FSとしてプロトタイプ範囲

プラット
フォーム
基本機能

プラット
フォーム
拡張機能 データベース

地図データ
ストレージ

インフラ構造
データストレージ

検査データ
ストレージ（バイナリ）

MMSデータ
ストレージ（バイナリ） 仕様策定

問合せ機構
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応用例①：インフラ維持管理情報アクセス

 橋梁やトンネルなどのインフラの維持管理情報と位置情報をリンク
 位置情報付き維持管理情報を入力

 画像データ、打音検査データ
 位置情報から当該箇所の過去の維持管理情報を出力

位置情報入力または
3D表示上の箇所にマウス
などをあわせる

当該位置付近の過去の
維持管理情報を表示・再生

インフラ構造
３Ｄデータ
インフラ構造
３Ｄデータ

API

プラットフォーム

①問い合わせ
（ある位置に
関する維持管理
データ）

インフラ維持管理
（打音検査）

インフラ維持管理データビューア

データ管理／問合せ機構

インフラ維持管理
（ドローン撮影）

②打音データ ②画像データ
インフラ維持管理データビューア
アプリケーションの表示例

ポインターを置くとその箇所の
点検情報にアクセス出来る

 インフラ維持管理データは当該箇所の３次元位置情報により格納・管理

タブレット等
に表示
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プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
層

事前対策事前対策 復旧・復興復旧・復興

原因別死傷者歴史地震（震源位置、M、最大値、計測時間）

津波遡上痕跡

建物被害データ

土地利用区分 河川反乱痕跡

インフラ被害データ 体験談経済損失

避難者数

地震観測データ

津波観測データ

気象観測データ

地盤構造データ

地表面地形データ

土地利用データ

地図データ（地名、河川、湖沼）
建物種別分布データ

航空機SAR画像

衛星SAR画像

CCTVカメラ画像 SNS

高速道路通過情報

昼間・夜間人口データ
防犯カメラカメラ画像ＩＴＳ

通行データ（駅、ビル、集客施設）

スマートフォン位置情報（GPS）

人口分布データ道路情報（VICS）

防災・減災情報サービスプラットフォーム

インフラインベントリー情報
災害時要支援者情報

デ
ー
タ
層

ビッグ
データ

サ
ー
ビ
ス
層

建物・
インフラ

応急対策応急対策

防災・減災情報サービスプラットフォーム

社会基盤情報

セキュリティーの
高度化・社会実装
セキュリティーの
高度化・社会実装

情報通信基盤
の開発強化
情報通信基盤
の開発強化

標準的データの活用

インターフェース、データフォーマット標準化

自 然 建物・インフラ 人・社会活動

人・
社会活動

（※） は防災基本計画で定められた項目

time

ハザードマップ（地震・津波・液状
化・土砂災害・台風・噴火）

Jアラート 緊急地震速報

Lアラート SNS分析情報

J‐SHIS

J‐RISQ

津波予測

ゲリラ豪雨予測地震被害推定

人・建物・インフラ被害状況

被災者台帳

eコミ

災害備蓄計画

防災教育

避難訓練

人材育成

地区防災計画

給水・食料・生活必需品の確保

仮設住宅の提供

ボランティア受入れ

２次的土砂災害防止 災害ゴミ処分

復旧計画作成

帰宅困難者抑制・支援

ライフラインや住宅の応急復旧

防疫活動

交通確保 通信確保

緊急医療・救急搬送

緊急輸送

備蓄物資調達

遺体搬送・身元確認

災害復興住宅の供給

消火活動

被災者救助・救急活動

指定緊急避難所開設・運営・管理

心的ケアサービス

安否情報

被災者への情報伝達

広域物資輸送計画立案

道路啓開用資材・人員確保

救援・救助資材調達（計画立案）

道路・鉄道・航路の状況把握・提供

広域（被災地域外）支援情報

ＣＩＰ

耐震補強

防災科研提供可能

E‐ﾃﾞｨﾌｪﾝｽ

大型降雨実験施設

地域防災計画

ＢＣＰ

ｺﾝﾊﾟｸﾄｼﾃｨ

ｲﾝﾌﾗｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

建物被災度判定結果

国土地理院
防災科研

防災科研

総務省統計局

ＮＩＣＴ

国交省

ＪＡＸＡ

ＮＩＣＴ・民間

動的情報（モニタリング・センサ）静的情報

過去の被害データ

自治体

：入手済み ：連携予定 ：未入手

河川水位情報

ライフライン事業者

通信キャリア
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